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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

移転したこともあり、新しい地域で、コロナ禍と
いうこともあり、地域の人々と交流する機会が
あまり出来ずにいる。

コロナが落ち着いてきたら、交流する機会を
増やして、運営推進会議に町内会等の地域
の方々にも参加してもらえるようにして、交
流する機会を増やしていきたい。

コロナが落ち着いたら、運営推進会議を書面開
催でなく、集まって交流の場を作れるように取り
組んでいきたい。 1年

2 6

運営推進会議を現在は書面での開催としてい
るが、ご家族等からの意見をなかなかうまく聞く
ことができていない。

運営推進会議を書面開催にさせていただい
ているため、書面にてご意見を返送してい
ただいているので、毎回でなくても返送して
いただけるようにして、ご意見をいただける
ようにしていきたい。

運営推進会議を書面開催でも気軽にご家族様
から意見がいただけるよう工夫していきたい。

1年

3 8

コロナ禍のため、馴染みの関係の継続が難しく
なっている。ご家族様との面会も玄関のガラス
越しで行っているため、面会しづらい状況となっ
ていると思われる。

今の面会方法に不満を持っているご家族様
もいらっしゃると思われるので、コロナが落
ち着いたら感染対策をしっかりしつつ、面会
方法を緩和していけるようにしたい。

コロナが落ち着いてきたら、感染対策をしっか
りして面会方法を緩和し、ご家族様も満足して
いただけるようにしたい。 1年

4 13

災害時における非常用の備品の備えが十分で
ない。

非常時に備えて、備品や食料を揃えていき
たい。
特に冬の災害時を想定して暖房等を備品を
揃える。

非常用トイレや非常食、発電機や冬の災害時
に備えて、電機の使わない暖房等を揃える。

3か月

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　
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